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研究成果の概要（和文）：本研究は、パルテノン神殿のフリーズ彫刻の空間表現と宗教観について、神々の立体
（3-D）模型を活用して考察を行ったものである。空間を視覚化するため、神々の立体模型に加えて、高精度の
想定俯瞰図を独自に制作した。2016年3月、英国ケンブリッジ大学の古典考古学博物館にて研究展示を行い、
2017年9月、高知市の四国霊場31番札所、五台山竹林寺にて、学術シンポジウム「ギリシャ彫刻を考える―パル
テノンの神々を中心に―」を開催した。美術史研究者、美術解剖学研究者、文学研究者の研究発表、及び、研究
展示を行った。分野横断的な議論の場を設け、研究成果を公開したことは、今後のフリーズ研究への重要な貢献
と考えている。

研究成果の概要（英文）：This study concerns the special positioning of the Olympian gods at the 
Parthenon Frieze using a 3-D model.  In addition to the 3-D model, a speculative bird’s eye view of
 the Parthenon Frieze was created in order to visualize the space on the frieze.  In March 2016, the
 3-D model of the Olympian gods was put on temporary exhibit at the Museum of Classical Archaeology 
at Cambridge University.  Also we organized a symposium in September 2017 at the Chikurin-ji (Bamboo
 Forest Temple) at Kochi-City, titled “Rethinking Greek Sculpture: On the Olympian gods of the 
Parthenon Frieze.” The speakers included specialists in art history, artistic anatomy, and Greek 
literature.  The Symposium was open to the general public.  The interdisciplinary discussion 
contributed to the further study of the Greek Relief Sculpture of the Parthenon Frieze.

研究分野： ギリシャ美術史

キーワード： ギリシャ彫刻　パルテノン神殿　立体復元
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
ギリシャ建築の古典、パルテノン神殿の浮

彫彫刻について、立体模型を使った研究を

2009 年より開始し、ギリシャ・クラシック

期に空間表現が大きく進展したことを、身体

の描写を通して検証する試みを継続してい

る。空間表現をより精密に明らかにするため

に、模型と併用して高精度の想定俯瞰図の制

作、並びに、同時代の絵画（陶器画など）と

の比較検討、さらに分野横断的な議論が不可

欠であることが明瞭であり、本研究で実施を

提案した。 
 
２．研究の目的 
 
パルテノン・レリーフ上の神々には 2 つの

役割がある。それは、A)「奉納の儀礼」への

臨席、B)市民の行列を迎えること、の２点で、

この条件をみたす空間配置が「神々の円弧上

の配置」と考える。立体模並びに想定俯瞰図

の活用により、神々の群像の配置の問題、及

び、神と人との関係を検討することが可能で

あると考えた。 

とくに、ギリシャ美術史研究において常に

言及される「神人同形主義」（神の姿を人間

の理想の姿に表現すること）の問題を、神々

の身体表現及び、空間配置の観点から再検討

する。神々がアルカイック期の象徴的な存在

から、クラシック期へのリアルな存在へと変

貌した、パルテノン時代の神性の在り方、換

言すると、宗教観を、空間意識と関連させて、

再検討することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
（１）これまで、部分的に作成していた想定

俯瞰図（（2012～2013 年度の挑戦的萌芽研究

「ギリシャ・クラシック期の身体表現の美術

解剖学的考察」において、想定俯瞰図の第 1

段階を制作）を、オリュンポスの 12 神が登

場する全ての空間で作成し、細部表現も加え

た。 

（２）立体模型及び、レリーフ上のオリュン

ポスの 12 神の想俯瞰図を英国ケンブリッジ

大学、古典考古学博物館にて展示し（2016

年 3～5 月）、美術館の専門委員と討論した。 

（３）神人同形主義の再検討として、2017 年

に高知大学主催の学術シンポジウム「ギリシ

ャ彫刻を考える―パルテノンの神々を中心

に―」を実施し、美術史学、美術解剖学、ギ

リシャ文学の各専門家と、分野横断的な議論

の場を設け、討論を行った。 

 

（４）上記（3）のシンポジウムに先立ち、

2017 年 4 月、米国プリンストン大学で開催さ

れた国際シンポジウム「ベルリンの画家とそ

の世界」に参加し、シンポジウムの運営につ

いての視察を行った。 

 

 渡米時に、エール大学美術館学芸員、ハー

バード大学美術館学芸員、ボストン美術館学

芸員と学術交流を行い、専門的知識の供与を

受けた。また、スレーター記念美術館（コネ

ティカット州ノルヴィッチ）の石膏ギャラリ

ーの視察を行った。 

 

（５）上シンポジウムの企画・準備段階で、

ギリシャ彫刻をテーマとした学術シンポジ

ウム「石膏像のこれから：今日の美術におけ

る模写・模倣 再考」（於新潟大学 2015 年

4 月 11 日）に参加、ならびに企画展「ギリシ

ャ彫刻 NEO」（於新潟大学旭町学術資料展示

館）に学術協力した。シンポジウムの運営及

び、展示方法を検討する上で有意義であった。 

 
４．研究成果 
 

（１）パルテノン・レリーフ上のオリュンポ

スの 12 神が登場するすべての空間で想定俯

瞰図を作成し、神々の群像配置を検討した。

2012～2013 年度の挑戦的萌芽研究「ギリシ

ャ・クラシック期の身体表現の美術解剖学的

考察」において着手した想定俯瞰図に、本研

究で細部を加え、精度を高めた。身体の厚み



や重なり合いを視覚化し、神々の円弧配置の

妥当性が、具体的に検証された。 

 本想定俯瞰図は、今後英文での発表を検討

中である。 

 

 

図１ 想定俯瞰図（北側の６神+１神） 

上段:パルテノン・フリーズの描き起こし図 

下段：想定俯瞰図 

[一見、横並びにみえる神々の空間配置は、身

体の厚みや姿勢、及び重複を考慮すると、

ある程度の奥行と角度を推定可能である。] 

 

 
 

図２ 想定俯瞰図（南側の６神+１神） 

 上段:パルテノン・フリーズの描き起こし図 

下段：想定俯瞰図 

 [とくに神々の身体の重複（例えば神ディオ

ニュソスと女神デメテル）に関して、従来、

図像の観点から解釈が行われてきた。本研

究では、現場の彫刻家の裁量、換言すると、

制作者の意図が反映された可能性を、仮説

として提案する。制作者の視点は、これま

で美術史研究では重視されていない観点

であり、今後の美術史研究に新たな視点を

提案できると考える。] 

 

（２）ケンブリッジ大学、古典考古学博物館

にて立体模型と想定俯瞰図を展示し、美術館

学芸員と討論を行った。 

 

 

図３ ケンブリッジ大学、古典考古学博物館

の石膏ギャラリー。 

[中央奥が高知大学の研究模型の展示ケース] 

 

 

図 4 高知大学の研究模型の展示 

 

この研究展示について、地元の新聞『ケンブ

リッジ・ニュース』（2016 年 4 月 13 日付）

にて紹介された。 
 

[概要：パルテノン・プロジェクト・ジャパ

ンの研究模型の制作と研究の経緯及び、フリ

ーズの立体化の意義などが解説されている] 

 

 

 

 



（３）学術シンポジウム「ギリシャ彫刻を考

える―パルテノンの神々を中心に―」を開催

し、ギリシャ美術史研究者（筑波大学）、美

術解剖学研究者（東京藝術大学）、ギリシャ

文学研究者（和歌山県立医科大学）を招聘し、

分野横断的な議論の場を設けた。また研究模

型の展示を行い、研究成果を広く一般に公開

した。 

 研究展示において、高知大学の立体模型と

共に竹林寺所蔵のガンダーラ仏も展示され、

西洋と東洋の宗教芸術の比較検討を行った。 
  

 シンポジウム概要 

 開催日：2017 年 9月 16 日 

 開催場所：四国霊場 31 番札所、五台山竹

林寺書院 

 参加者総数：40名 

  

 シンポジウムパネリスト 

 長田年弘（筑波大学 

 布施英利（東京藝術大学） 

 西村賀子（和歌山県立医科大学） 

 海老塚和秀（竹林寺住職） 

 
 
（４）学術協力 

・新潟大学 研究展示「ギリシャ彫刻 NEO」

（於新潟大学旭町学術資料展示館） 

（2015 年 2月 28 日～5月 10 日） 

 

・群馬県立女子大学 研究展示「石膏像を見

に行こう」（同大ギャラリー）（2016 年 10 月

17～28 日） 
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